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■ 日本原子力研究所東海研究所納

高速炉臨界装置用

鋼板ライニング完成

二のほどIl､■′二製作所では,l-i木原/一ソ+f軒先所

東海桝′疋所納.尚速炉臨界実験装抑-‖鋼船ライ

ニングを一ノ三成した｡

これは応速巾性J一増夕如け原子炉iの手折光ろ了=的

とし.高速炉臨界う三験矧琵を収納するて式拝さを土

屋の鋼板て難解器であり,実験巾に充牛する柁射

性物･警吏が外掛こ湖汁けるのを防止するもノ‾)〉1ごあ

る.〕ll′--二作24m`f占さ23.5mの半月棚三ドームてあ

り,?;ウリ三2kg/cnT2において完全な二式密性を安

求されたが,骨組の鉄骨と鋼板との溶接継手一部

に特別な二亡夫をほどこし,仕様を十分にf制⊥す

る矧1｢1を完成した.｡この外側にコンクリ-卜を

打設して原子炉建旨か丁加狂する.こ､

E】立=.ユース
甲.柵成さ り■､でl._

トべ､蛤酌写...t如COu11atldbぢ___..帥ミ巳m試Il l■n初1■ん‾ユIJlllT}■‾ぎゝJ◆仙･▼･〈=叫.

岡1 高速炉紙料づ_三験装｢琵用鋼板ライニンフ'

■ 日本原子力研究所納

JPDRテストアセンブリーNo.2用

燃料セグメント完成

r-‾†､1′二射′卜桝ではJPDIそテニく卜7センソリーNo.2川燃料セグメン

トとして,2.6w/り濃縮ウランヘレりトを与ヒてんしナニ･附叫セブノン

ト82本∴Fゴよび快揖を熱料セグメント4心をノん収し,l卜本税JニノJ朴稚

所にこび)ほど納入Lた.

こ･ハ燃料セダノントは,JPDlく-･王1ノ〕r■ご川川一㌣什トノ)州禿び)たふ′)に仙

fijさJitるテスト1†センプリーNo.2レ｢‾)j∴軌lテl;分てふr) jl木原J∴ノブ

モ叶推何においてこ′イ=一ノキ燃料7センナ:ト一に糾_ん､■_(て+､J′卜る

了センブリ-･は匁i外の倹禿およびTCAふ〔F旅なと‾イン･づ三池綬,.1f)Dlく

炉心に紫てんし,炉内で=･光則i‾7与川朋､j,した後に佃1L､かFノ椒F川二lし､

-1キ種試験を行ない燃料棒の照身仲の挙王臥
7セン｢7‾り--の設計に･〕

いての僻帥卜の安全性などを検討し,耕一11力仙取軒トノ)∫一茂r汁なF_,びに

製†′卜に役､■_′二たせるも打｢で･あるrこ.本燃料セグメントは内繕】､0β3】11111,

向写什711ュ111,判ミ約808mmのジルカロイー2昏望綬役管ゾ1十三仙こす

ネジまたほノネジのある占馴壬をそれぞれi■刑責Lナこもので,そしり中に

U二:主5濃縮檻2.6＼ヽソ()とDy濃縮度0.42w/0の接連合物からなる[卜性丁

吸収体ジスプロシア入りのl】]柱形二酸化ウランペレット1凧bよび

濃縮吐2.6w/ノ0の円柱形二酸化ウランペレット 畑作10.71±0.q2

nっ11て,良さ杓15mlll)〆をりはめ,ウラン部の全長は721(UO2環境で

677±18g)mmと一な･つている､.ペレットの__ヒ端iこはステンレて㌔鋼の

押上伽,さこ二_)に照射巾ペレットの熱粒賑による伸びを吸収し,ペレ

ットJ‾州切ドり〟〕移動を防′二ヾための耐熱性のコ丁′L′こネむ装てんし,

被献腎J〕l二端にほ上部端仲を溶接したものノ･∴逆転北態にぉいてl大ト

外出に対し:ノ亡全′･なり-クメイトの構造となっている′-J燃料セン■1メン

ト仙こは抑!二のIleカ､'1て七せ十人してあり,この･.附∴いニグメントキ2

ぎ子†√卜せて1本の燃料棒か梢成される｢,

【三そす2.汀)Ulト=丁‾ソ､
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t棄京電力株式会社葉菜京変電所納

300MVA負荷時タップ切換変圧器完成

口寸二製作所ほ東京電力株式会社東東京変電所納,300/300/90MV

A,275±10.3%/147/63kV負荷時タ､リブ切換変圧器を完成し,ニの

ほど現地に納入した｡

木器は,一昨年同所に納入した300MVA変圧器と同一仕様にな

っている｡

東東京変電所にほ,すでに220MVA変圧器3台と300MVA負荷

時タップ切換変圧器1台が納入されておf),今回の300MVA変圧

器ほ5号器として納入されるものであるて.

本変圧器ほ,既納変圧器と同様,負荷時タップ切換器を内蔵し,

鉄心ならびiこ巻線構造の改善,外箱の合判蛸勺な設計iこより,鉄道に

よる中身航立輸送を可能とした記録的なものである｡.

輸送ほ,シキ700号特殊貨車による鉄道輸送ののち,300t積シ

ューナーベル形トレーラで変電所まで運搬された｡

■棄パキスタン鉄道納

33t積ホッパ車完成

東パキスタン鉄道納のホッパ串91両が,日立製作所で着々完成し

ているっ

このポッパ車は,バラスト輸送用に使用するもので,左右おのお

の2個の扇形扉があり,両妻側に設けたハンドルの操作で開閉する｡.

扉の開閉装置は,ウォームとウォームギヤの組合せで行ない,個

々に開閉可能である｡

同3 300MVA負荷帖タップ切換賓.‡‾F三器

申体は全i･≠さ接構造で,200tの卓立f詣衝撃力に耐えうる強固な車体と

台わくからなっているこ.ブレーキ装置ほ真空ブレーキと手ブレーキ

の両方をそなえているこ,軌間ほ1,000mnlで,日雇は16t,車体寸

法は良さ11,444mm,幅2,442mm,高さ2ぷ4mmである.ご

囲4 33t 柄 小 一ソ ･い

l 日本油脂(ニッサン洗剤工業)株式会社納

粉末洗剤充てん封絨機完成

口立脚乍所ではこのたび,日本油脂(ニッサン洗剤工業)株式会社

納粉末洗剤充てん封絨機を完成した｡

本機は,カートンフィーダ,充てんターレット,計量機,糊付装置,

圧着コンベアなどを装備して心り,粉末洗剤を自動的に計量し,カ

ートン(ボール箱)iこ充てん,封絨,排出する一連の作業を正確迅速

に行なう｡

特長としてほ,4連式の計量機て2.65kg詰の箱を.40個/分の速

度で包装する能力をもち,1時間に約6tの粉末洗剤を包装できる｡

計量精度ほ±1/100の高精度である｡確実なカートン取り出し装置

図5 粉末洗剤充てん封鍼機ト
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により,カートンロスはほとんどない

以卜の特艮のほかに,充てん後の批判のレべ-′しカニ比巾の封じなと

により,規左しべ′Lよf)増減したも♂1を=励仙こ排除する,光滋子〔

レベ′レ倹Hl矧耳を有している カートンの上下フラップ,壬†プラ､リ

ブは砺主力なほ茹コンペ7により,確怒こ拉前させることかてきる

また刻印装置が付賎して.ナゴり,ロ･ソトNo.,I-1什捺印石ごテJ･なうこと

かできる.｡

近年充てん,封鰍などラrrノの祁l!化力りかこ要求さjし 粉〕こ心刊

打点焚も伸びて二日り,柑こメく指包斗ヒ叫郎■Jにあるれ

業ゲさの托lニーニlを浴びている

■わが国最大出力の水中モートルポンプ完成

このほど=丁稚引1珊は.孜城り川卜地頂什川内 わ州朋ユノ州ノJい

水巾モートノLポンプをニノ加にし′た∵モート′し叫トリJは25r)lくⅥr,.し〔ji二

(･l■L3,00〔)Ⅴというい‾甘1ミでホンウi=子(上6()∩Illlllとな一,ている

-一一触にバく小モl･-トノし+ミンプほ枠上にi話紺トj】る十ンノエり拙汁j･=M..F一二

が小さくでナ入.しかも+てンプ宅を必姓とLない
--】二木_=lこノ1-こサミに

なる,捌出力■､静かで長)るなどの柑+ミカ､あり 特に一子没昂の鮒斤什か

､-･一一舶ク)捌Ilり仔JP糾揃ホンプにと▼-､てかJ)ノ)うとしている

克之机上[いゃ絹:以iこ▲しりilりトノりてンフとして川畑さ山たも√)てふ二,

れ 舟拙ほ郎針1卜三二･はし-〟),臼■主菜弟㌢水川,卜郎非水仙こiミるかっ＼

上山二)ようなfl‾ち二jミか㍉ノ(f【りJ,人=f‾た･ハものに対する繋1!力こ什圭一､

ている√.

従丸 水小モーート′しは.ノ這㌔ほ朗豪指術の関取ヒ,2〔)nV,400Vノ

ラスの伏圧`在勤扱がまず開発され∴別川二さ加たが,こ′～tほ川力は

2()OkW■ヵ湖附鵜非である.

!トーンニi担作所では,大出力化への帆i′iトミ二トトこかりユニして3,00∩Ⅴ

指圧化への研′究キ屯ね,今担tわ7川司て納めで別川二(こ収功したもtハ

■である.′ノ

なお,今桓J完成の+ニノブほ矧抑ノ+叫･川炊に設節し∴玉水管によ

･′1て矧妨を圭三を過し,農業用水川として肘1jされ,管理は約60m離
れたJ上防外の管理室かrJ行なわ氷る

また.水中モート′L+てンプほモート′L去の?仙刷lやi･･コ水力こあ′-,て

はならない力こ,木｢トンプはすくて一れた帆准与さF2亡キ･粘∴こ,納ケン･7い州

帆 規′ノ三i仙l二なごう二管用キト㌻コロ祝L.々-▲しノ川二枚も椀匁トン∴き′ミ,､=

■ 日本興業銀行より

ⅡITAC8400 を受注

=､■/二射′1珊‾･コ､:､ヒ=小判某銀行より,ニハほと､HITAC8∠100て三.･々;i三

Lた._.

l二i本町菜銚子j‾は従来戟茄と七l坂にⅠ別ノI141(けで-1ク什･一デー.∴テJ之ざ】r,T.

し,放二念,脚､j＼辛乃り`心よぴ17りこ‥一.り‥ノキーl笑,j掠ノー菜軌ヒごい

処舛をティな一-1てきたれコストノ■し-フ十---‥･ニヘリ〕_い■■･左･川るノ_)と

･り‖‾f機に斯い､業緯な取り人れる射出か少なt∴･ヒ′｢ていか1一;∴.･よ
如こ新鋭 冒享【こき換えるものである(なお,大紋行カミ【耶巨J.仁子.汁1ニ丁械

を･メインコンビュー一夕として探†耶】るしりは,これが細〟)て一･二一ある)

l-1本の各銀行は,従来,朝敵}埋化に尉削り)㌔ 右二l･-ん､せ.拭代

化についても他の業非をり-ドしてきたが,ズインコンピニ丁〈山メは

ほとんど輸入機で占められているのが現状である.二､しかし,l郎仁コ

ンノピュータも近年急速にレベ′しが向上し,輸人機に1七べハードウニ[.

7,ソフトウエアともそん色がなくなF),また,同席メーカーとL/

ての長所が認められている現在においてFl木り屯某銀行がメインコン

+こ機のノノぶノkは

図6 7iく巾モートルポンプ

にな一つている｡.

また給油ポンプと納浄矧罠を設け,迎怯巾ほ舟丁州耶弓･すると同時

にf脚軋 脱水､不純物除+ンヒどな問っている_.

ヒューーヌにHITAC8400レ)柁=jをナノモノ)たことは,L郎仁機叫磋_‾有性が

.こ肘)られた‾も♂〕と考える､-
HITAC84()0は.‖∴(二肘乍所力抑｢て｢二9什こ発表1リ､米IC≠川上/､た才ぎ

3=H㌧のコンノビューご･′とし_て,十･′三に2nfデーi珪･ニケ〕ほ文を･壬･:十｢:いる

機柾である･1-り僚エ=.■･′二鮒′ド耶小二り=l二域でノ加にし近く椋秒一三-る

ナ心こな′1ている H汀AC84･仙亡t多l下地岬の楼櫨を批L,メーンニラ

でンシステムにも過しで､､る 問辺 〉‾〕性偵は七帖･こい寸ヒし_て

ニケゴF),ソフトウェ丁ノ小ノ山rf∫L-ているなどLノ〕即=1て･椋=になったもハ

と号ニLるし.

口本興業銚子+∴て-は,HIl'AC8400･ブ)7'フリアーショソとして従来.

仙;〔で処即していたゎ:i怠業蜘)拶行および新たに～F泊吸仙1iの三i-一三+出

業務であるワりコー,リッキー敗ソ1L三業拐についてもノ二桁な〔二丁雌イヒを

二iン′上Lている..そレ′‾)ほか麟;そ詩の能ププ増必とあぃま一-1た行椎11三彷の

EDPS化を‾考えている.ゝ.

このように,l【木の大銀子+廿掴産コンビューメ叫宋川に肘トス人的ノ〕

たということば,凧劃茂の実九･う■lようやく認められたもので,他の

鈍行にウ･える_旨さ壬幣も決して少なくないであろう｡

ー101-
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■家庭用温風暖房機

《日立スペースヒーター》を発売

日立製作所では本格的`衷艇j=l川良風暖房機《l-1_主ンニスペースヒータ

ー)を発売したし 《スペースヒーター》は排気i締付のオールヒータ

ーで,ある一定のスへ-ス(.2､3｢一子l渥のスペースヒーティンブ)1ン

鮮肘1勺かつ効果的に暖うさなするもので,新築軒乞はもちろん,既存

の壕尾の_広域暖房に最適な温風暖好餞である.

《スペースヒーター)は従来の石油やカ■ス･ハストープによる局所

暖房の欠点をなくした近代的かつ経書利付な暖房機として欧米謂国に

山く普及をしている〕

《l-†立スペーースヒーター》SH【100W.形J)特長は

新たに開発をした本格的な熱交換一片詩を内蔵Lている･ノ〕で効率ほう三

に85%以上っ(ホット式‾fi油ストーブでほ約55%,燃料矧よポット

式石油ストーブが66mご(20坪)のl如杭イを･1日に101樹開運転して暖

房した場合ひと冬72,000円程度かかるのに比べ《日立スペースヒー

ター)SH-100W形は杓41,300l【Jと約30,000｢りの節約ができる)排

完ガスを排気筒で屋外に排LLiするのでのどをいためずお部屋も汚さ

･J･よい《陸康暖房》てある′二､ポット式石油ストーブの幅射や臼然対流

と興なり,温風をフ7ンで強制循環させるので部屋のと下の温在英

が少なく快胤着火綬3分で温風が吹き出るクイックスタート(輸

入.1.!lのスペースヒーターでも15分以上かかる)()大形別琵燃料タン

クの話那引こよf)州ほ本体へ自動絵札 手を汚したり.補給のわずら

l､=く【7 L-=二=八ノこ一‾7､し-一ヌ【‥SH-100W形”

わしさいう二女_J二r:ない.J.E′′くも什ノ(-･･ご寸肘1;は安全で簡取木H模様の

･:衣‡㌔凋州三三中三なデザ1′ンなど‾･:へあり.わが陸卜･■三も/㌢後人いに普及す

るもーノ)±いノー)′ftている.

==生乙.L,凍I妊†tレ)ほか､某手引†jとして.ヰり＼_+1吸 ‾軒拐所,理髪

】.1+-)■三解♭■こ,喫糾iilう三院∴j丁稚さ,心肝妃所など49.5＼66mヱ(15～20坪)

･ノ〕巾催(の暖由に損過てある.-+

……編集後記‥‥

イス′′ロー､′､ソ'､ラ‾ノ法は,すく,･JLたうナ離分析法とt/て,

)j･伽肘フ丈分の分鮒こ止こく.しい了卜さ.i′t､これに関する鞘抑ま.

い岬加をホしている_.

;‾外肝ガスグロー√
ウニフ｢イ__ て-は,一一日小ハ分析拙作巾

多くの難

年々著し

日勤的に

づノウム人力正を制御して.練達をソロブラミンブし,分析を迅速化

するタ=‾1三ガスクロて卜法について,日立製作即日立研究所の貴重な

果を軸てキl_ている

◎

化′'iご:‾l二業を+上し小～〕令縄佐一業の先払こ+こり.抽な含またい旺縮ガス

J)濡軌ま緯一々の′卜荏1二手■fミヤ.桔=1川jと1_て払ノこl__つつある｢.これに

仙川するオイ′Lソ=ト什祁熊iJ,･うミた,各掩組にわたって開発され

イをている.-)

｢‾各棟のオーr′L､ノリーーー1_lニ柵機のqヰ1主上什た概要_:ては,これらの正

利確について､11了‡襲川;付け一肌づとし,開発した.柱水の効果,漏え

い肘｢(lミ ロ､ソトの松帆 し･ゆ･‾〉軋耐の冷札 せ全装置などの新技術

を糾す｢している-､

◎

L‾屯解加_1二億川サイ
り二1メ ほ`右軒加工機用サイリス

タ式整流装置の概要と技術_卜の要/引こついてjおべている｡

繊維加工に要求される条件は,損近のf二卜子技術の進歩に伴って,

l_たいに高檻なものとなっでいる.′､

ニュ書′しに応じて,稗々新しい加工た旦こか開発さ.子L,利用‾さ√itているが,
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糾しい二Ln≡幡としてi■卜臼をiナiJごているノー盲解加1二軽もその■-いの一つで

のQ.二′

この電解加二【1機を滋左道忙し,その斗1=･ミを-l･分発揮するために重

要■な一要素としてl自二流電脱があげら九るが,日立製作‾所はすでに,

血流`.古瀬5,(■)00Aのサイりスタ式電源を屯仰加工機用としで完成し,

約1個叶の良好な遵奉∵-+,三結をもってるL_+

今校は,このサイリスク人か繁く用いら-きLていく加占Jにあi_■),江

Ⅰ三トトヾき諭二丈であるニ

◎

糊代叶)l‾泊仁‡_1手段とLての,ノーE話交授シス千∴∴こ,一二と州立恥たi

こ′ナ･iいて,加速度的進展な′+七している_.

｢りこ電†言′電話公礼と帝接な臥ノ+体制のもとに.鼠法彩‖‾左肘の向上

なlテ】指してきた日立皆川珊に,PBX用交換機の山1い開発に,特に

プ〕をfい､でいる..

この件の技術,滋〕止の城_■栽の--･端を,｢‾c400形l'l動‾交換機+｢適
川掛呵の広い肘～l三化さ.～tた巾,-Jヾ解旨ミ:クロスバ交換槻__けAX2S形

クロスバ1【一朝交換樺_】たど6編の論文に収鋸し,二こに丁‾雀牌較特
先考+とLてお届けする.

◎

巻鄭iを鈍る一家一言にほ,｢l本石†占‡竜訪公杜松椎雅】】1二,技師長

広二代より｢電†占■電かナービスから情事郎由后サービスへ+と題

する玉稿をいただいたノ ご繁忙のところ,寸暇をさいて縞を草され

たことに対し,探‾帖′1〔る謝二法を表する次第であるン
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